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ルーマン理論における二重のコンティンゲンツの位置づけ
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と述
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（Kontingenz）というのは，次に来る体験の可能
性として指示されたことが予期されたのとは別様に生起しうるということを指す。
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へと高められること
にある。（Luhmann 1972: 32=1977: 38-39） 
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それを変更しないでいてくれることにも依存しているのである。OLDS, a. a. O.は，す
でに，これを二重の不確定性と名づけ，社会的な不確定性をそれにふくめて考えてい
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，しかしこの複雑性が計算可能であるということにも制御可
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能であるということにも依存してはいない
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。われわれは，この創発的秩序を社会シ
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行為も必要であるとされる。そして後半になっていくと行為の意義がさらに減少してい
くように思われる。つまり，全体社会はコミュニケーション以外のものを含まないシス
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ゲンツであると考えらているのである。したがって，二重のコンティンゲンツは，｢機
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が社会秩序によってすでに大幅に縮減されていることを，前提とするからである。
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